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抄録 

歯科医療が人という生命体に向き合うことの概念に移行している今、健康寿命の延伸のため

に、「がん、心臓疾患などの１次予防、２次予防をより一層進めていく」こと、「筋骨格系疾患

への対応」、「メンタルヘルスへの配慮」、そして、「口腔健康管理」が重要とされています。ま

た、歯科による周術期管理の介入、充実が術後医療成績の向上に影響する報告など、今、歯科

医療が社会から注目されています。 

 そこで、国民皆歯科健診について、口腔健康管理、国民皆保険、国民皆歯科受診をキーワー

ドに考えていきたいと思います。 


